
─はじめに岩田会長の歩みから。
　愛知の出身で、大学卒業後、就職で東
京に出てきました。社会に出て初めて就
いた職業は、大手食品メーカーでの営業
職でしたね。入社 3年目からは、週末を
利用してイベント企画などの副業を始め
るように。人を集めてパーティをしたり、
企業に転職の紹介や引っ越しの斡旋をし
たり。その収入がサラリーマンの給料を
超えるぐらいになったため、26 歳で会
社を辞めて個人事業主としてそちらの事
業に専念するように。そこから事業規模
を拡大し、30 歳で法人化したんです。
─ボードゲームに関する事業を立ち上
げられた経緯を教えて下さい。
　私は兄弟が多いということもあって
ボードゲームが好きだったので、脱サラ
後に「カタン」というボードゲームの大
会を開催したんですね。最初は参加者 8
人ほどの規模でしたが、それが口コミで
広がって、50 〜 100 人ぐらい集まるよ
うになってきたため独立しました。

─ボードゲームの魅力は？
　今は人と人とのつながりが希薄にな
り、遊びもデジタル化しているでしょう。
そんな時代だからこそ、逆に人間にしか
ない温かい心、ヒューマニティが仕事や
コンテンツに求められていくと思うんで
す。その点、ボードゲームは人と人のつ
ながりができ、会話が生まれ、人として
成長もできる。それがボードゲームの魅
力だと思いますね。
─これからの目標をお聞かせ下さい。
　ボードゲームはUNOや人生ゲームだ
けではなく、たくさんの面白いものがあ
ることを知ってもらい、広めていきたい
ですね。そして、日本一のボードゲーム
のコミュニティをつくりたい。企業とし
ては一般社団法人から公益社団法人にし
て、将棋や囲碁にプロがいるように、ボー
ドゲームのプロも輩出していきたいと
思っています。また、自身の経験を活か
し、副業をしたい人が独立できるように
サポートもしていきたいですね。
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人とのつながり、会話が楽しめるボードゲームを広め、
日本一のコミュニティをつくっていきたい
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